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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
以上示したとおり，本論文は多地点同期位相計測に基づいて電力系統に内在するいく
つかの動揺モードを正確に抽出して，安定性が問題になりそうな注目する動揺のダンピ
ング特性を直接的に計算してモニタリングする手法を構築するとともに，その応用例と
して系統安定化制御の手法と効果を示しており，発展拡大する電力系統の安定性を維持
する技術として学術的かつ産業応用面から極めて高い価値を有し，博士学位論文として
十分であると判定された。 
また，審査会及び公聴会において，ノイズとして考えなければならない要素の範囲と
処理の仕方，制御系の設計方法，信号取得時の閾値の決め方，提案手法の今後の適用方
法などについて多くの質問がなされたが，いずれも本人からの適切な回答がなされ，質
問者の理解が得られた。 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
